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山形観光アカデミー会報
Yamagata Academy for Tourism Services

令和６年度

　皆さまごҊ内の通り、当アカデミーの理事長が内藤文℄氏から山口ರ࢙氏にަ代となりました。
　内藤前理事長におかれては、長年にわたって当アカデミーを全力でݗ引され、山形県の観光人材の
育成ڧ化をڧ力にਪਐされて来られました。山形県の観光界に対するその貢献は、誠に大なるものが
あり、心からܟ意と感謝の意をදするとともに、引き続いての大所高所からのご指導をおئい申し上
げる࣍ୈです。山口新理事長におかれては、つとに新ਐ気Ӷのएख経営者として名を஘せられ、ެ的
にも県内外で重੹を୲ってこられましたが、この度、内藤前理事長からバトンを渡され、当アカデミー
の機関車役を務めて下さることになりました。心からܴ׻するとともに、今後の一層のご活༂を期଴
しております。
　新体੍の発足を機会に改めて山形県の観光人材の育成について考えてみました。観光࢈業は、極࿦
すれば人材が全てであり、その育成ڧ化は、最終的にはݸผ企業の੹務であり、その成൱が企業ڝ૪
力をܾఆするとの考えにはগしも変わりはありません。ଞ方で、その企業としてのऔ૊をよりޮՌ的
で、充実したものにするためには、各छの社会੍度の༗ޮ活用も極めて重要です。働き方改ֵ、外国
人࿑働者を८る੍度改ਖ਼、観光ி౳の人材育成ࡦへのऔ૊౳のۙ年の「ώト」関࿈の੍度、औ૊の充
実を見ると、その感を一層ڧくするところです。このような各छ੍度の活用ଅਐ、҃いは、੍度の充
実により、企業における観光人材育成を支ԉするという観点から、当アカデミーとしても、ߋなる貢
献ࡦを考える必要があるのではないかと思っております。当アカデミーの༧نࢉ໛はおੈࣙにも大き
なものとは言えませんが、山形観光を代දする方々が役員に名を࿈ね、職員も優लでやる気十分です。
この人的資源、ネοトϫークを山口新理事長の下で、フϧに活用すれば、山形観光人材の育成ڧ化の
ために新しい໘നいことが何かできるはずだと思っております。
　今年度は、この思いの実現に向けて、皆様とٞ࿦をし、一าを౿み出す年にできればと思っており
ますので、皆様のごڠ力、ご指導をٓしくおئいகします。
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　この度、通常૯会で、理事長にब೚いたしました。会員の皆様のご支ԉ、ごڠ力をよろしくおئ
い申し上げます。またྩ和̑年度の当アカデミーの事業につきましても受講された方々や御支ԉ、
御ڠ力をいただきました会員の皆様のおӂをもちまして無事に終ྃすることができました。　
に回෮し、会員企業やஂ体の経営者、ै業員のܹٸ年度は、アフλーίϩナの中でཱྀ行ध要がࡢ　
皆様は大変忙しい１年をお過ごしになられたのではないでしょうか。その中で観光ビジネス基礎講
座を始め、トοプηミナーや本อ๕明学長特ผ講ԋ会౳をご受講いただきましたこと、心より感謝
申し上げます。
　1�݄に։࠵しました本อ学長による特ผ講ԋ会では、「地域の魅力を高め、ੈ界に選ばれるために
ʙ高付加Ձ஋化と持続Մೳな発展ʙ」と題し、ཱྀ行ফඅ֦大における෋༟ཱྀ行のޮՌ、それに൐う
アοパー層ʢ෋༟ཱྀ行者ʣのࢤ向やফඅ性向をご講ԋいただきました。観光ிで੔උしているイン
バウンド観光地ͮくりに向けたアクションプランの֓要をઆ明いただき方向性のڞ通ೝ識もできた
ところです。山形県には豊෋な「ウリ」ʢ資源ʣがあるにも関わらず、まだまだ発信力が足りない、
෋༟ཱྀ行への対応ができていない。これからどう発信していくか׭ຽ一ଳとなってऔり૊んでいく
必要があります。今後も情報ڞ༗しながら山形県の魅力発信へ務めていきます。
　さて、アフλーίϩナ２年目に入り、やっと通常の生活が໭ってࢀりました。全てのਫ४がݩ通
りとはなりません。しかしίϩナՒでのリモートϫークがਁಁし、ཱྀ行をしながら仕事ができる柔
軟さを得たことも事実です。ੈ界が変わるようにզ々も日々変化しなければなりません。ԁ安が続
くࡢ今、インバウンドのू客がますます見ࠐまれ、観光業にとって޷Өڹが期଴できる൓໘、人ख
不足への対応も大きな課題となっております。
　県がܝげております「ୈ２࣍おもてなし山形県観光ܭ画」も最終年度となりました。ۙ年のٸ଎
な*$5化のਐ展やバリアフリー化、観光地へのラストϫンマイϧをつなぐೋ࣍ަ通の充実などまだ
まだ課題はありますが、すぐできるऔ૊は人材育成にさらに力を注ぐことでしょう。
　当アカデミーとしましても、これまでҎ上に人材育成ڧ化に努めるべく、ネοト社会の中でࠩผ
化をਤれるような県内の観光情報のڗ受やおもてなしの心を育てるビジネスマナーやίミϡニέー
ション方๏、インバウンド対応౳、ޮՌ的かつ実ફ的な講座を展։してࢀります。
　観光人材育成機関として、山形観光アカデミーをଘ分にご活用いただきますとಉ時に、事業の運
営につきましても変わら͵御ڠ力と御支ԉを今後ともࣀりますようおئい申し上げます。

のັྗをൃ৴͢Δऔ૊Έݝܗࢁ

山形観光ΞΧσϛʔ
ཧࣄ௕ 山ɹޱɹರɹ࢙
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将来を見据えた観光施策の推進

　本県の観光ৼڵ施ࡦのਪਐにつきましては、日ごろ֨ผの御ڠ力をࣀり、ްくお礼申し上げます。

　本県では、ྩ和２年３݄に、観光ৼڵ施ࡦを展։していくための指਑としてࡦఆした「ୈ２࣍お

もてなし山形県観光ܭ画ʙCFZPOE�0�0ʙ」を基に、観光ৼڵ施ࡦを展։しているところです。今

年度は、この観光ܭ画の最終年度となりますので、ܭ画のূݕを行うとともに、本県観光の持続的

発展に向け市ொଜや観光事業者౳から御意見をいただきながら新たな観光ܭ画をࡦఆしてまいり

ます。

　さて、新ܕίϩナの̑ྨ移行から１年が経過し、ߋなるަ流人口の֦大に向けて、デジλϧも活

用しながら本県の魅力をこれまでҎ上に国内外にڧ力に発信して༠客をਤるとともに、インバウン

ドのみならずアウトバウンドも積極的にਪしਐめることで、૬ަޓ流もଅਐしていかなければなら

ないと考えております。そのため県では、デジλϧٕज़を活用したマーέティングによるप༡観光

のଅਐや౦๺各県と࿈携したプϩモーションなどの༠客施ࡦの展։のほか、県ຽのパスポート新ن

औ得への支ԉや県外国際空ߓとのバス運行支ԉなどによるަ流֦大に向けたऔ૊みをڧ化してまい

ります。

　また、݄̐から６݄まで、+3౦日本と࿈携して「心ほどけるやまがた」をΩϟονίϐーとし

て山形県य़の観光Ωϟンϖーンを展։しており、本県がੈ界にތる多様な観光資源を大勢の方に

13し、実際に足を運び、体感していただくऔ૊みをਐめております。

　このଞ、ྩ和̓年のさくらん΅࠿ഓ1�0प年に向けて、「やまがたߚԦ」をはじめとする「さくら

ん΅県やまがた」のブランド力を活用し、県内観光地への༠客ଅਐをਐめてまいります。

　将来を見ਾえた観光施ࡦのਪਐにあたっては、観光に携わる私たち一人ひとりがおもてなしの心

を持ち、本県がތる「美食」「美ञ」や山形ならではの文化、ストーリーをお客様に伝えていくた

めには、人材の育成が大変重要になります。そのため、貴アカデミーによる人材の育成のऔ૊みを

通して、「観光ަ流֦大」の実現に大きく寄与することを心より期଴しております。

　結びに、観光࢈業を中心とした地域経ࡁがさらに発展するよう努めてまいりますので、皆様から

も֨ผの御支ԉと御ڠ力をࣀりますようおئい申し上げます。



令和５年度観光ビジネス基礎講座修了式・学長特別講演会の開催

　令和５年౓Ϗδωεૅج講࠲修ྃূॻत༩ならびにօۈ৆त༩ࣜをࣥり行いました。
　ଓいて、ֶ௕ಛผ講演会を開催しました。

　修ྃੜ୅දとして、ࣜג会ࣾϠϚίー�ਢ౻�༏͞ޗんに修ྃূॻत༩、ࣜג会ࣾ旅ؗ古窯�౉ᬒ�௚थ͞
んにօۈ৆त༩いたしました。
　ਢ౻�༏͞ޗんには、୅දεϐーνしていただきました。ʮ自෼のݴ༿で山形のྑ͞を఻えらΕるਓࡐに
なるʯਢ౻͞んのݴ༿にڳがଧたΕました。

日時：令和５年12月７日（木）午後１時～　　会場：ホテルメトロポリタン山形「出羽」

修　了　式

　本อ๕໌ֶ௕によるಛผ講演会を開催しました。

演題：「地域の魅力を高め、世界に選ばれるために～高付加価値化と持続可能な発展～」

　ॳ୅観光庁௕官であり国࿈ੈք観光ؔػற日事຿ॴ୅දでもある本อֶ௕より、旅行ফඅ拡大にお͚る
෋༟旅行のޮՌ、ͦΕに対する対策をご講演いただきました。旅行者がੈք的に໭ͬてきている͜とを౿
まえ、͞らに日本が、山形が旅行ফඅֹを拡大するには、ѹ౗的にࡒを持ͬている෋༟૚をͲうຬ଍ͤ͞
るかがΩーとなるとの͜と。観光庁が͛ܝるアクシϣϯプラϯでもʮ΢ϦʯʮϠドʯʮώトʯʮίωʯのॏ
要ੑをڧௐしています。山形はʮ΢Ϧʯが多くあ;Εています。しかし13力が଍りないと本อֶ௕。ޙࠓ、
山形にしかない΢ϦをͲう 13していくかが໰ΘΕます。

学長特別講演会
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　令和５年８月３日（木）、国土交通省　大臣官房政策立案総括審議
官 池光 崇 氏を講師としてお招きし、日本の宿 古窯にて、トップ
セミナーを開催しました。
　池光氏は前大臣官房審議官（観光庁担当）であり、観光について
深い知識をお持ちです。山形県の観光誘致についての対策や国の施
策を熱くご講演いただきました。

令和５年度トップセミナー令和５年度トップセミナー

日　　時：令和５年８月３日（木）午後３時から午後５時まで
会　　場：日本の宿　古窯「花笠座」
講　　師：国土交通省 大臣官房政策立案総括審議官　池光　　崇 氏
参加者数：74名

　多様化する旅行者のニーズへの対応や国内外からの観光需要の拡大を見据えた受入環境の整備のた
め、また、きめ細やかな観光案内で積極的に本県の魅力を発信できるタクシードライバーの養成を目的
とし、実践研修会事業を当アカデミーが、山形おもてなしドライバー検定協議会より受託し、７月・９
月に村山・庄内各会場にて実施いたしました。

令和５年度山形おもてなしドライバー検定に係る実践研修会事業令和５年度山形おもてなしドライバー検定に係る実践研修会事業

研修内容
　１）「山形県の観光交流施策について」
　　　講　　師：山形県観光文化スポーツ部　観光復活推進課
　　　　　　　　観光振興専門員　　桜井　浩美 氏
　２）「コミュニケーション研修」
　　　講　　師：有限会社Office Tryfull　　奥山　知寿子 氏
　３）「インバウンド対応研修」
　　　講　　師：全国通訳案内士　　菅原　明香 氏
　　　村山会場：山形県国際交流員　シアン・ライト 氏
　　　　　　　　同　上　　　　　　ジェシカ・スピード 氏
　　　庄内会場：山形県国際交流員　ジェシカ・スピード 氏
　　　　　　　　東北公益文科大学特任助教
　　　　　　　　　　　　　　バンティング・ティモシー 氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　ルクマン・バーバニ 氏

　障がい者や高齢者の方々が自由に県内各地を観光し、非日常を楽しんでもらうため、障がい者や高齢者
をサポートする体制の構築を目的とし、3回の研修会並びにモニターツアーを南陽市にて実施いたしました。

令和５年度山形県観光介助ボランティア事業〈共催〉令和５年度山形県観光介助ボランティア事業〈共催〉

研修内容
　１）観光研修会
　　　・山形県の観光知識について
　　　・南陽市の観光知識と案内方法について
　２）福祉研修会
　　　・心のバリアフリーとユニバーサルツーリズムについて
　　　・車いすの操作あと介助方法について
　３）実地研修会
　　　・熊野大社での観光案内や車いすの介助方法について
　４）モニターツアー
　　　・烏帽子山公園、ラーメン店、夕鶴の里資料館等

Yamagata Academy for Tourism Services

�



Yamagata Academy for Tourism Services

�

回਺（回） ड講ऀ਺（ਓ） मྃऀ਺（ਓ） օऀۈ਺（ਓ）

観光ビジネス基礎講座
山形会場 � �� �� ��
ঙ内会場 � � � �

मྃࣜ・学長特ผ講ԋ会 1 ��
トοプηミナー 1 ��

山形おもてなしドライバーݕఆ実ફݚम
山形会場 � 1�
ঙ内会場 � 1�

山形県観光介ॿϘランティア観光ݚम会 1 1�
山形県観光介ॿϘランティア෱ݚࢱम会 1 �0
山形県観光介ॿϘランティア実地ݚम会 1 1�
山形県観光介ॿϘランティアモニλーツアー 1 1�

合ܭ �� �00 �1 ��

山形観光アカデミー　令和５年度開講講座

ྩ࿨̑೥౓࠲ߨまͱめ

೔ఔ 時間 ձ৔ 観光ビジネス基礎講座（山形�庄内　各６回） 他ۀࣄ

ʲ山形ʳ
６���ʢՐʣ
ʲ庄಺ʳ
６���ʢਫʣ

1�ɿ�0
ʙ

1�ɿ�0

ʲ山形ʳ
山形テϧα
म室̖ݚ
ʲ庄಺ʳ
౦ژୈ一ϗテϧ௽岡

ʲテーマʳビジネスマナー講座ᶃ
ʲߨɹࢣʳP⒏DFライフΩϟリアίミϡニέーション
　　　　ç代ද　藤原　みよç氏

ʲ山形ʳ
̓���ʢՐʣ
ʲ庄಺ʳ
̓���ʢਫʣ

1�ɿ�0
ʙ

1�ɿ�0

ʲ山形ʳ
༡学ؗ
ୈ１ݚम室
ʲ庄಺ʳ
౦ژୈ一ϗテϧ௽岡

ʲテーマʳインバウンド英語講座ᶃ
ʲߨɹࢣʳ全国通༁Ҋ内࢜　菅原　明香ç氏
ʲήストʳ県国際ަ流員ɿジΣシカ・スϐードç氏
　　　　çಉ上　　　　ɿシアン・ライトç氏

̓�1�ʢਫʣ　ଜ山会場
ʲおもてなしドライバーݕఆ実ફݚमʳ
̓���ʢ݄ʣ　ঙ内会場
ʲおもてなしドライバーݕఆ実ફݚमʳ

̔���ʢਫʣ
1�ɿ�0
ʙ

1�ɿ�0
Φンライン։࠵

ʲテーマʳίミϡニέーションスΩϧアοプ講座
ʲߨɹࢣʳフリーアナウンαー　奥山　知ण子ç氏 ̔�３ʢ木ʣ

ʲトοプηミナーʳ
国土ަ通ল
大ਉ׭๪੓ࡦ立Ҋ૯括৹ٞ׭
池光　崇ç氏

ʲテーマʳインバウンド英語講座ᶄ
ʲߨɹࢣʳ全国通༁Ҋ内࢜　菅原　明香ç氏
ʲήストʳ๺ঙ内地域通༁Ҋ内࢜ɿ

ϐエーϧ・Ψンバリーニç氏

ʲ山形ʳ
̕���ʢՐʣ
ʲ庄಺ʳ
̕���ʢਫʣ

1�ɿ�0
ʙ

1�ɿ�0

ʲ山形ʳ
༡学ؗ
ୈ１ݚम室
ʲ庄಺ʳ
౦ژୈ一ϗテϧ௽岡

ʲテーマʳビジネスマナー講座ᶄ
ʲߨɹࢣʳP⒏DFライフΩϟリアίミϡニέーション
　　　　ç代ද　藤原　みよç氏

̕�1�ʢਫʣ
ʲ山形県観光介ॿϘランティア観光ݚम会 ʪr࠵ڞʫ
̕��0ʢਫʣ　ଜ山会場
ʲおもてなしドライバーݕఆ実ફݚमʳ
̕���ʢ木ʣ　ঙ内会場
ʲおもてなしドライバーݕఆ実ફݚमʳ

ʲ山形ʳ
10�1�ʢՐʣ
ʲ庄಺ʳ
10�1�ʢਫʣ

1�ɿ�0
ʙ

1�ɿ�0

ʲ山形ʳ
༡学ؗ
ୈ１ݚम室
ʲ庄಺ʳ
౦ژୈ一ϗテϧ௽岡

ʲテーマʳ�Ϣニバーαϧマナーʢバリアフリー観
光ʣについて

ʲߨɹࢣ ʢr一社ʣ山形バリアフリー観光ツアーηンλー
　　　　ç代ද理事　加藤　健一ç氏

10��1ʢՐʣ
ʲ山形県観光介ॿϘランティア　
෱ݚࢱम会 ʪr࠵ڞʫʲテーマʳ山形県の観光ަ流施ࡦ

ʲߨɹࢣʳ山形県観光෮活ਪਐ課
　　　　ç観光ৼڵઐ門員　ࡩ井　ߒ美ç氏

ʲ山形ʳ
11� ʢ̓Րʣ
ʲ庄಺ʳ
11�６ʢ݄ʣ

1�ɿ�0
ʙ

1�ɿ�0

ʲ山形ʳ
山形テϧα
म室̖ݚ
ʲ庄಺ʳ
౦ژୈ一ϗテϧ௽岡

ʲテーマʳ山形のブランド力向上と観光地域ͮくり
ʲߨɹࢣʳリードクライϜ᷂・౦๺ܳज़޻Պ大学
　　　　ç।教त　੢　直人ç氏

11���ʢՐʣ
ʲ山形県観光介ॿϘランティア　
実地ݚम会 ʪr࠵ڞʫ

1�� ʢ̓木ʣ
ʲྩ和̑年度観光ビジネス基礎講
座मྃࣜ、学長特ผ講ԋ会ʳ

２���ʢ木ʣ
ʲ山形県観光介ॿϘランティアモ
ニλーツアー ʪr࠵ڞʫ
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⿟観光ビδωス࠲ߨૅجɹडߨの༷ࢠ
山形観光アカσミーɹྩ࿨̑೥౓࠲ߨૅجใࠂ

ୈ̍ճɹビδωスマナー࠲ߨᶃ
　テーマである「学びの実ફ化」を行う講座。あいさつ、お
ّࣙの֯度、खのҐஔと藤原先生のݫしくも優しい指導のも
と、受講生のきびきびとした気持ちの良いあいさつが飛びަ
いました。「お客様と૊৫を結ぶ信頼のՍけ橋」である社員や
Ωϟストである私たち。Սけ橋の一பにۙͮきました。

ୈ̎ճɹインバウンドӳ࠲ߨޠᶃ
　ほとんどのཱྀ行者は英語がୈೋ言語。要するに簡単な英語
で伝われば問題ないわけです。ήストの外国人もᨅりや言
い間違いなんて気にしません。そういってもらえて気が楽
になったのは受講生だけではないはず。菅原先生の言う「心
のนをյして」一าਐめた受講生はたくましく見えました。

ୈ̒ճɹ山形県のブランドྗ޲上ͱ観光஍Ҭづ͘Γ
　「ブランド」「ίンηプト」「ブランディング」の違
いを֬ೝし、自分自身が会社の顔であるということ、
会社のブランドを作る一୺であることを੢先生にご教
ࣔいただきました。受講生は身の引き締まる思いがし
たとಉ時に努力するܾ意を新たにしたようです。

ୈ̏ճʲΦンラインʳコミϡχέーションスキルアοプ࠲ߨʗ
ɹɹɹɹɹɹɹɹ�インバウンドӳ࠲ߨޠᶄ
　「ίミϡニέーションのओ役はあなたではない」心に
きましたね。何を話そうかではなく何を話してもらおڹ
うか、人は話したい生き෺なんだと。ほっとした受講生
が何名いたでしょう。受講生の不安や೰みを解ফしてく
れた時間となりました。また、２࿈続のインバウンド英
語講座。Φンラインで聞きऔりͮらかったと思いますが
積極的にグϧープϫークや発言をしてくれました。

ୈ̑ճ Ϣχバーαルマナー（バリアϑリー観光）ʗ
ɹɹɹ 山形県の観光交ྲྀࡦࢪ
　車いすϢーβーである加藤先生の実体験をަえた講
座。োがい者の೰みや望みは、私たちの心のバリアフ
リーでܰݮしたり、ୡ成したりします。受講生の胸に
しっかりとڹいたようでした。また、山形県の観光に
ついて、県が考える最新の情報をお聞きし日本Ҩ࢈と
いう言葉をॳめて聞いたという受講生も。どんどん山
形県の魅力をٵऩしてほしいです。

ୈ̐ճɹビδωスマナー࠲ߨᶄ
　「૬ޓଚ重」がΩーϫード。自分も૬खも大切にする自ݾද
現を学びました。所ଐ先のイメージを高める「電話対応マナー」
を伝तいただき、実際に自分の声を受話ثから聞く。とても
༐気のいることですが、受講生は真݋に真摯にऔり૊んでい
ました。一気に社会人としての気඼と෩֨が出てきました。
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観光ビジネス基礎講座を終えて
ձࣾϠϚίʔ　須藤　優吾さんࣜג　
　はじめに、全６回の講座を企画・運営してくださった山形観光アカデミーの皆様、各回で講師を務めてく
ださった先生方へ御礼申し上げます。半年間にわたる講座の中で、特に印象深かったのは「山形ブランド」
についての講座です。「ブランドとはお客様が企業やモノに対して抱く印象であり、現場で働く私自身がブラ
ンドイメージを構成する一員である」。この話をお聞きしたときは、ちょうど仕事に慣れ始めた時期でもあり、

私の普段の業務に向かう姿勢が会社のブランドを背負っているのだと、より一層身の引き締まる気持ちになりました。
　私の勤務するスポーツクラブには、何十年も通い続けてくださっている利用者様がいらっしゃいます。これは私の上司や先
輩社員の方々が「安心して楽しく利用できる施設」というブランドを守り続けてきたからだと思います。引き続き長く愛され
るスポーツクラブであるように、利用者様にとって安全で新鮮味が感じられる運動指導を行っていきます。
　今回のビジネス基礎講座を終えて、私には目標ができました。それは、自分の言葉で山形の良さを伝えられる人材になると
いうことです。講座の中で、講師の先生方や受講生の皆様から山形県の多くの観光資源を紹介していただきました。豊かな自
然や食文化はどれも魅力的に感じられました。それは皆様がよく知る生まれ育った土地や、普段働いている職場のことを語っ
てくださったからだと思います。まだ行ったことのない県内の観光地に足を運び、実際に体験して知見を深めることで、県内
外の皆様に「私も行ってみたい」と思わせるプレゼンテーション力を高めていきます。
　最後に、多くの学びと働き方を見つめなおすきっかけをくださった皆様に、改めて感謝を申し上げます。新しい目標を胸に
業務に励み、今後の社会人生活を充実させていきたいと思います。そして、山形県の観光を支える皆様とともに、魅力ある山
形ブランドを築いていきます。

観光ビジネス基礎講座を受講して
ձࣾ　甲州　幸代さんࣜגഄাϥΠϯ観光ڦ্࠷　
　はじめに、山形観光アカデミーの事務局の皆様、講師の先生方、この度は大変貴重な経験をさせていただきありがとうござ
いました。
　観光ビジネス基礎講座を受講してみて、たくさんの学びがありました。
　接客とは、優しく温かく、思いやりのある態度や行動をとることが重要であり、お客様を大切に、要望やニーズを理解しよ
うとする姿勢が大切だということや、状況に合わせてどう柔軟に対応するか、笑顔や挨拶、丁寧な言葉使いなども、改めて、
学ばせていただきました。電話対応や基本的なマナーを一から学びなおし、今まで自分がしてきた接客とは、かなりかけ離れ
ていると感じることがありました。お客様に自信をもって接客していたか、お客様に分かりやすい対応で、きちんと満足いた
だける接客をしていたか、考えるだけでたくさん不安なことがあります。
　今回、観光ビジネスの基礎知識や素晴らしい先生方のお話をたくさん聞きことができ、今まで知らなかった知識を身につけ
ることができました。将来、観光業界で働くことを考えている方にはとても役立つすばらしい講座であり、山形県の観光に携
わる１人として新たな発見ができたことを光栄に思います。
　講師の方々の経験や知識を活かした具体的な事例やアドバイスが多かったので、非常に理解しやすかったです。今後も観光
業界のトレンドや最新情報を追いかけ、観光ビジネスの発展に微力ながら、貢献できればと思っております。この度は、この
ような機会をいただきまして、本当にありがとうございました。

観光ビジネス基礎講座を受講して
渡邉　直樹さん　༽ݹձཱྀࣾؗࣜג　
　はじめに、観光ビジネス基礎講座を受講する機会をいただき誠にありがとうございました。
　今回の全６回の講座を通してとても多くの知識を得ることが出来ました。その中で特に印象に残った講座
が３つあります。
　１つ目は、ビジネスマナー講座です。私がこの講座で学んだ事は「自分自身の行動１つで、お客様から会

社への信頼が無くなってしまう」という事です。すべての質を上げるのは難しいですが、下げるのは簡単だという事を改めて
学びました。この事は、普段から沢山のお客様と関わっていく上でとても大切な事だと思います。私自身も、より接客の質を
向上させる為に言葉のレパートリーを増やし、お客様一人一人に合わせた接客を出来るよう日々の業務をより丁寧に行ってい
きたいと思いました。
　２つ目は、バリアフリー観光の講座です。この講座では、空飛ぶ車椅子社長こと加藤健一さんから直々に何かしら不自由を
持っている方に対しての接し方を学ばせて頂きました。過剰な接客は逆に不快感を与えてしまうので、さりげない配慮が必要
だという事を知りました。“ハンデのあるお客様は何をしてあげたら喜んで貰えるだろうか、快適に過ごせるだろうか”という
疑問が自分の中の課題の一つでした。加藤さんが仰っていたのは押し付けではなく、選択肢を与える事。この考え方はどんな
お客様にとっても当てはまることで、より多くの選択肢を与えられるように、多様な思考力を持つことの重要性を改めて理解
する事が出来ました。
　３つ目は、山形のブランドについての講座です。ブランドとは、その地名がまとうイメージ・雰囲気・信頼であると分かり
ました。実際に自分たちで山形のブランディングをしてみてブランドという言葉は馴染みのあるものですが、深く何なのか理
解してなかったので詳しく知る事が出来て良かったです。私たち一人一人が山形のブランドを背負っているという事を今後自
覚して、山形県に、そして上山市に貢献していけるように頑張りたいと思いました。
　全講座を受講出来たことにより、自分自身の成長に大きく繋がりました。山形が日本に限らず、より多くのお客様に楽しま
れ、愛される地域になれるように、そしてその地域を盛り上げていく一員になれるように、今回の学びを活かして仕事に励ん
でいきたいと思います。

修了生の感想R5
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令和５年度　観光ビジネス基礎講座を受講して
෦　阿部　聖華さんۀࣄձࣾ庄ަίʔϙϨʔγϣϯ　庄ަτϥϕϧࣜג　
　はじめに、観光ビジネス基礎講座を受講させていただき、大変貴重な経験ができましたこと、お忙しい中
実施していただきました山形観光アカデミーの皆様、各講師の方々に感謝申し上げます。
　今回の講座を通し、お客様との向き合い方について改めて考えさせられました。先入観に捉われずまっす
ぐに向き合い接客することで、お客様に寄り添って考えることができ、講座内容が日々の仕事に活きている

と実感します。各講師の講座を受け、私は特に２つのことに注意して行動しています。
　１つ目は、100点満点を目指さないことです。「バリアフリー観光について」講師の加藤健一氏は、100点満点ではないからと
諦めるのではなく、小さなことでもできることから行動に移してほしい、と仰っていました。私自身、まだ完璧に応対できる
わけではないから、と自分から声をかけることを躊躇うことが多くありました。加藤講師の講座を受講し、お困りの方には積
極的に声をかけ、小さなことでも私にできることから行動に移していこうと思い直しました。
　２つ目は、考え続けることです。マナーは時代や国によって変わるため、どんな行動が最適なのかを常に考えることが大切、
と「ビジネスマナー講座」講師の藤原みよ氏が仰っていました。また、「インバウンド英語講座」講師の菅原明香氏は、一人ひ
とり考え方や宗教観も違うため、生まれた地域で一括りにするのではなく目の前にいるお客さまに真摯に向き合うことが大切、
と仰っていました。お客さまに気持ちよくご利用いただけるよう、目の前のお客さまについてよく考え、それぞれに合わせた
最適の接客を追求していこうと思います。
　講座内容だけでなく所作や話し方など、各講座の先生方からたくさんのことを学ばせていただきました。今回学んだことを
日々の仕事に活かし、県内外のたくさんの方に山形の魅力を伝えられるよう努力していきます。
　この度は、このような機会をいただきまして、誠にありがとうございました。

ྩ࿨̑年౓ޫ؍Ϗδωεૅج講࠲ɹमྃੜʢॱෆಉʣ
ˑ�օۈ৆

株式会社旅館古窯 株式会社リナワールド 株式会社こころの宿一龍
渡邉　直樹☆ 岡崎　光咲☆ 黒坂　武流
千葉　乃愛☆ 株式会社村山市余暇開発公社 株式会社アクセスよねざわ（道の駅米沢）
株式会社葉山館 髙橋　美穂 増木　英莉☆
櫻井　孝江☆ 宇野　飛向 山室　茉由☆
株式会社上山温泉ホテルあづま屋 飯豊めざみの里株式会社 一般社団法人天童市観光物産協会
ライ・マイヤ・クマリ☆ 澁谷　和紀 三浦　泉
島津　未来☆ 蔵王ロープウェイ株式会社 公益社団法人山形県観光物産協会
株式会社滝の湯ホテル 大場　麻未☆ 奥山　エリカ☆
齋藤　飛雅 佐竹　直希☆ 株式会社庄交コーポレーション
阿部　崇希☆ 株式会社JTB山形支店 佐藤　美喜
仙台ターミナルビル株式会社
（ホテルメトロポリタン山形） 池田　亜由実 佐藤　綾花
奥山　侑晃 米沢商工会議所 阿部　聖華
株式会社カキザキ（山形国際ホテル）小野　博毅☆ 株式会社萬国屋
生亀　寛和☆ 株式会社上杉コーポレーション 門脇　柊菜
齋藤　莉子☆ 髙橋　明日香☆ 船山　鈴奈
株式会社ヤマコー 株式会社チェリーランドさがえ 最上峡芭蕉ライン観光株式会社
五十嵐　愛結☆ 今野　奈緒美 甲州　幸代☆
後藤　健太☆ 森　陽子 株式会社白糸の滝（白糸の滝ドライブイン）
須藤　優吾☆ 今井　絵理香 冨樫　美聡☆
山口　蓮☆ 株式会社朝日自然観 佐藤　ふゆね☆
山交バス株式会社 菅井　英彦☆
井上　稜也☆
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令和６年度　開講講座（予定）

‖会員の受講は、講座਺および受講者਺の੍限はありません。
‖会員Ҏ外の方ʢݸ人ʣの受講ྉは一回につき�
000ԁとなります。
‖౎合により։࠵日時・会場などが変ߋになる場合がありますので、༧めごྃঝください。

山形観光アカデミーは、山形県内の観光関係者のための人材育成機関です。
会員以外の観光に関心のある方の受講も歓迎します。

月 開催方法 時間 観光ビジネス基礎講座（山形／庄内　各６回） 他講座

６
会場
ᶃ山形
ᶄঙ内

ᶃ1�ɿ�0ʙ1�ɿ�0
ᶄ1�ɿ00ʙ1�ɿ00

ʲテーマʳビジネスマナー講座ᶃ
ʲ講　師ʳP⒏DFライフΩϟリアίミϡニέーション

代ද　藤原　みよç氏

̓
会場
ᶃ山形
ᶄঙ内

ᶃ1�ɿ�0ʙ1�ɿ00
ᶄ1�ɿ00ʙ1�ɿ�0

ʲテーマʳバリアフリー観光について
ʲ講　師 ʢr一社ʣ山形バリアフリー観光ツアーηンλー

代ද理事　加藤　健一ç氏

ᶃ1�ɿ00ʙ1�ɿ�0
ᶄ1�ɿ�0ʙ1�ɿ00

ʲテーマʳインバウンド英語講座ᶃ
ʲ講　師ʳ全国通༁Ҋ内࢜　菅原　明香ç氏

̔ Φンライン

1�ɿ�0ʙ1�ɿ00 ʲテーマʳ山形県の観光ަ流施ࡦʲ講　師ʳ山形県観光ަ流֦大課
トοプηミナーʢ༧ఆʣ

1�ɿ00ʙ1�ɿ�0 ʲテーマʳίミϡニέーションスΩϧアοプ講座ʲ講　師ʳフリーアナウンαー　奥山　知ण子ç氏

̕
会場
ᶃ山形
ᶄঙ内

ᶃ1�ɿ�0ʙ1�ɿ�0
ᶄ1�ɿ00ʙ1�ɿ00

ʲテーマʳビジネスマナー講座ᶄ
ʲ講　師ʳP⒏DFライフΩϟリアίミϡニέーション

代ද　藤原　みよç氏

おもてなしドライバーݕఆ実
ફݚमʢ༧ఆʣ

10
会場
ᶃ山形
ᶄঙ内

ᶃ1�ɿ�0ʙ1�ɿ00
ᶄ1�ɿ00ʙ1�ɿ�0

ʲテーマʳインバウンド英語講座ᶄ
ʲ講　師ʳ全国通༁Ҋ内࢜　菅原　明香ç氏ʢௐ੔中ʣ

ᶃ1�ɿ00ʙ1�ɿ�0
ᶄ1�ɿ�0ʙ1�ɿ00 ʢௐ੔中ʣ

11
会場
ᶃ山形
ᶄঙ内

ᶃ1�ɿ�0ʙ1�ɿ�0
ᶄ1�ɿ00ʙ1�ɿ00

ʲテーマʳ山形のブランド力向上と観光地域ͮくり
ʲ講　師ʳリードクライϜ᷂・౦๺ܳज़޻Պ大学　।教त

੢　直人ç氏ʢௐ੔中ʣ

本อ学長による特ผ講ԋ会ྩ
和６年度ビジネス基礎講座म
ྃࣜʢ༧ఆʣ

1�

１ 観光人材育成࿈携「観光介ޢ
Ϙランティア」ݚमʢ༧ఆʣ

２



Yamagata Academy for Tourism Services

��

「山形観光アカデミー」は、全国初の自主的な観光人材育成機関です。
　ฏ成２ʢ1��0ʣ年に設立し、॓ധ施設、ަ通・運༌、ドライブイン、෺඼੡଄・ൢച、ҿ食ళ、観光ஂ体౳、多࠼な業छで
構成されています。
　講ԋや講座の։࠵を通し、山形県の観光事業を支える方々の資質やೳ力の向上、マネジメントೳ力や接۰ೳ力の向上など、
観光に携わる人材の育成に努めており、山形県の職業܇࿅ೝఆߍの指ఆも受けています。
≪活　動≫
観光ビジネス基礎講座
　山形とঙ内でそれぞれ全６回։࠵し、接۰の基本やޮՌ的な仕事のਐめ方、電話応対౳に加え、ւ外からの観光客への対
応、観光業界に求められている実ફ的な内容をカリΩϡラϜに૊みࠐんでいます。新人の方から中ݎ・育成୲当社員の方ま
で෯޿く受講いただけます。

トップセミナー
　各業界の༗識者や経営者を講師にܴえ、経営や観光をテーマとした当トοプηミナーは経営者や؅理者の方々からご޷ධ
をいただいております。会員Ҏ外のごௌ講もՄೳです。

観光中堅人材育成研修
　今後の本県の観光事業を支える人材育成のため、観光分野の最前ઢで活༂する講師ਞのηミナーやϫークショοプなど、
知見を深め多様なネοトϫーク構築をਤる機会をఏڙします。

観光人材育成
　県内のٞڠ会やஂ体౳と࿈携をਤり、魅力的な観光地域ͮくりに必要な考え方や知識をఏڙします。

≪会　費≫
会員年会費
ˎ�実施する全ての講ԋや講座を、ै業員の方に限り
原ଇ何名でも受講Մೳ

資本ۚ１千ສԁ・社員�0人未満のいずれかに֘当
する企業 �0
000ԁ

上ه中ݎ企業の基४を௒える企業 �0
000ԁ
非会員受講料ʢ講ԋや講座、１回につきʣ
ˎ６回ίースの講座でも、そのうちの１回のみの受講Մೳ

ʢ１名につきʣ
３
000ԁ

◆ 顧 問 ◆
ސ 　 問 ᢠ　山　ཾ　ೋ
ސ 　 問 内　藤　文　℄
◆ 学 長 ◆
学 　 長 本　อ　๕　明 国࿈ੈ界観光機関ற日事務所 代 　 ද
◆ 役 員 ◆
理 事 長 山　口　ರ　࢙ 会社ୌの౬ϗテϧࣜג 代 ද औ 締 役 社 長
෭ 理 事 長 ฏ　井　߁　博 会社ヤマίーࣜג 代 ද औ 締 役 社 長

ʏ 長　坂　ਈ　一 会社ঙަίーポレーションࣜג 代 ද औ 締 役 ෭ 社 長
ʏ 本　間　安　信 会社νΣリーランドさがえࣜג 代 ද औ 締 役 社 長

ઐ 務 理 事
ʢ ݉ 事 務 局 長 ʣ 安ଙ子　ٛ　ߒ ެӹ社ஂ๏人山形県観光෺ڠ࢈会 ઐ 務 理 事

理 事 五十嵐　๎　子 会社葉山ؗࣜג 常 務 औ 締 役
ʏ ԕ　藤　　　܄ 会社上ਿίーポレーションࣜג 代 ද औ 締 役 社 長
ʏ 大　木　߶　༟ ଂԦϩープウΣイࣜג会社 代 ද औ 締 役 社 長
ʏ 岡　崎��७　子 λカミヤϗテϧグϧープϗーϧディングス　深山૳　高見԰ 常 務 औ 締 役�ঁ 将
ʏ 加　藤　৻　一 ༽ݹ会社ཱྀؗࣜג 支 配 人
ʏ 今　田　　　聡 会社ヤマίーࣜג औ 締 役 経 営 企 画 室 長
ʏ 美奈子　　　ࡖ 会社݄岡ϗテϧࣜג 代 ද औ 締 役
ʏ 佐　藤　　　༐ ެӹ社ஂ๏人山形県観光෺ڠ࢈会 常 務 理 事
ʏ 佐　藤　真　ೋ 山形県観光文化スポーツ部 観 光 ަ 流 ֦ 大 課 長
ʏ 佐　藤　太　一 会社ᤈ国԰ࣜג 代 ද औ 締 役 社 長
ʏ 鈴　木　෋࢜༤ 最上ڦഄাライン観光ࣜג会社 代 ද औ 締 役 社 長
ʏ 崎　୓　࿏　ࣉ 山ަ観光ࣜג会社 代 ද औ 締 役 社 長
ʏ स　山　　　ོ 会社エイίウよねおりかんこうηンλーࣜג 代 ද औ 締 役 社 長
ʏ 本　઒　武　ࢤ ઋ୆λーミナϧビϧࣜג会社ϗテϧメトϩポリλン山形 ࣥ 行 役 員 ૯ 支 配 人

؂ 事 須　藤　信　晴 ༗限会社༗അؗ 代 ද औ 締 役 社 長
ʏ ҏ　藤　ྛ　也 一ൠ社ஂ๏人山形市観光ڠ会 事 務 局 長

◆ 事 務 局 ◆
事 務 局 ෱　田　直　子 ެӹ社ஂ๏人山形県観光෺ڠ࢈会 観光෺࢈プϩデϡーαー
事 務 局 ඌ　㟒　༗　香 ެӹ社ஂ๏人山形県観光෺ڠ࢈会 観 光 事 業 課

ʢྩ和６年݄̐��日現ܟ　ࡏশུʗ理事五十Իॱʣ
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≪問合せ・入会申込み≫
　山形観光アカデミー事務局
　˟��0ʵ���0　山形市৓ೆொ１ʵ１ʵ１　բ৓ηントラϧ１̛　ʢެӹ社ஂ๏人山形県観光෺ڠ࢈会内ʣ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̡̩̚ɿ0��ʵ���ʵ����　　̛̖̭ɿ0��ʵ���ʵ����
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̚メーϧɿBDBEFNZ!ZBNBHBUBLBOLP�DPN
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ྩ和６年݄̐��日現ࡏ

宿ധ

日本の॓　ݹ༼ ʪかみのやま温泉ʫ

葉山ؘ ʪかみのやま温泉ʫ

Ռ実の山　あͮま԰ ʪかみのやま温泉ʫ

展望࿐ఱの౬　༗അؗ ʪかみのやま温泉ʫ

ઋܢԂ　݄岡ϗテϧ ʪかみのやま温泉ʫ

ଂԦライβϫーϧド᷂ ʪ 上 山 市 ʫ

深山૳　高見԰ ʪଂԦ温泉ʫ

ϗテϧメトϩポリλン山形ʪ 山 形 市 ʫ

山形グランドϗテϧ ʪ 山 形 市 ʫ

山形国際ϗテϧ ʪ 山 形 市 ʫ

山形県市ொଜ職員ࡁڞ૊合ʪ 山 形 市 ʫ

栄԰ϗテϧ ʪ ఱ ಐ 市 ʫ

ほほえみの॓　ୌの౬ ʪ ఱ ಐ 市 ʫ

ఱಐϗテϧ ʪ ఱ ಐ 市 ʫ

こころの॓　一ཾ ʪפՏ江市ʫ

݄山観光։発᷂ ʪ ੢ ઒ ொ ʫ

ே日自然観 ʪ ே 日 ொ ʫ

᷂ଜ山市༨Ջ։発ެ社 ʪ ଜ 山 市 ʫ

,".&:" )05&- ʪ౬野඿温泉ʫ

ᤈ国԰ ʪあつみ温泉ʫ

交௨

ଂԦϩープウΣイ᷂ ʪ 山 形 市 ʫ

ଂԦ観光։発᷂ ʪ 山 形 市 ʫ

᷂ヤマίー ʪ 山 形 市 ʫ

山ަバス᷂ ʪ 山 形 市 ʫ

山ަハイヤー᷂ ʪ 山 形 市 ʫ

最上ڦഄাライン観光᷂ ʪ ށ 沢 ଜ ʫ

᷂ঙަίーポレーション ʪ ௽ 岡 市 ʫ

ドライブイン

上ਿ৓࢙ԓ ʪ ถ 沢 市 ʫ

ಓのӺถ沢 ʪ ถ 沢 市 ʫ

よねおりかんこうηンλーʪ 高 ി ொ ʫ

めざみのཬ観光෺ؗ࢈ ʪ ൧ 豊 ொ ʫ

νΣリーランドさがえ ʪפՏ江市ʫ

നࢳのୌドライブイン ʪ ށ 沢 ଜ ʫ

ྉཧɾレストラン

上ਿഢऋఛ ʪ ถ 沢 市 ʫ

ਗ਼流ఉԂ　山菜ྉ理　ۄ貴ʪ ੢ ઒ ொ ʫ

ମݧɾࢪֶݟઃ

ञ଄資ྉؗ　౦光のञଂ ʪ ถ 沢 市 ʫ

旅ߦ

山ަ観光᷂ ʪ 山 形 市 ʫ

᷂+5#山形支ళ ʪ 山 形 市 ʫ

ͦのଞ

山形おきたま観光ٞڠ会 ʪ ถ 沢 市 ʫ

ถ沢঎޻会ٞ所 ʪ ถ 沢 市 ʫ

ʢ一社ʣ高ിொ観光ڠ会 ʪ 高 ി ொ ʫ

ଂԦΰϧフ᷂ ʪ 山 形 市 ʫ

᷂大෩印࡮ ʪ 山 形 市 ʫ

ʢެ社ʣ山形県観光෺ڠ࢈会 ʪ 山 形 市 ʫ

ʢ一社ʣ山形市観光ڠ会 ʪ 山 形 市 ʫ

ଂԦ温泉観光ڠ会 ʪ 山 形 市 ʫ

෋࢜フィϧϜ#*山形᷂ ʪ 山 形 市 ʫ

やまがた޿域観光ٞڠ会 ʪ 山 形 市 ʫ

ఱಐ市観光෺ڠ࢈会 ʪ ఱ ಐ 市 ʫ

山形空ߓビϧ᷂ ʪ ౦ ࠜ 市 ʫ

݄山ே日観光ڠ会 ʪ ੢ ઒ ொ ʫ

最上地域観光ٞڠ会 ʪ 新 ঙ 市 ʫ

ঙ内観光ίンϕンションڠ会ʪ 三 ઒ ொ ʫ

߹ɹɹɹɹɹɹɹܭ ��

企　業・ஂ体名 ʪ所　ࡏ　地ʫ
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